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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 63,694 △20.2 2,541 14.5 3,394 12.3 1,637 ―

22年3月期第2四半期 79,783 20.0 2,219 ― 3,022 ― △295 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 44.03 ―

22年3月期第2四半期 △7.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 138,837 86,577 49.3 1,847.87
22年3月期 149,954 85,991 45.1 1,813.72

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  68,491百万円 22年3月期  67,616百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

22年３月期期末配当金の内訳 特別配当５円00銭 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 9.00 ― 14.00 23.00
23年3月期 ― 9.00

23年3月期 
（予想）

― 9.00 18.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 145,000 △13.7 5,200 △33.1 6,400 △31.4 4,100 16.2 110.62



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法にもとづく四半期レビュー手続の対象外であります。 
なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法にもとづく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提にもとづいており、
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】２頁「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 38,880,000株 22年3月期  38,880,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,815,002株 22年3月期  1,599,349株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 37,177,431株 22年3月期2Q 37,280,651株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や各種の政策効果などを背景に、一部で持

ち直しの動きが見られたものの、長引くデフレや雇用・所得環境の低迷に加え、株安や急速な円高の進行など、

全体としては依然厳しい状況で推移いたしました。 

建設業界におきましては、住宅投資は本格的な回復には至らず、新規設備投資の抑制に伴う民間建設投資の低

迷や、公共投資が引続き緊縮財政下にあるなど、極めて厳しい受注環境が続いております。 

このような状況のなかで、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は63,694百万円（前年同期比20.2％

減）となりました。その内訳は建築事業27,596百万円、土木事業33,271百万円、不動産事業2,827百万円であり

ます。利益につきましては、売上高の減少による影響はありましたものの、原価管理の徹底による工事利益率の

改善や、子会社の再編を含めたグループ全体の経営資源の有効活用による効率化を推進しました結果、営業利益

は2,541百万円（前年同期比14.5％増）、経常利益は3,394百万円（前年同期比12.3％増）となりました。  

また、四半期純利益につきましては、株式市場低迷の影響を受け、投資有価証券評価損613百万円を計上した

こと等により、1,637百万円（前年同期は295百万円の損失）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産の部）  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ11,116百万円減少し、138,837百万円とな

りました。 

その主な要因は、売上債権の回収による受取手形・完成工事未収入金等の減少等によるものです。 

（負債の部）  

負債は、前連結会計年度末に比べ11,702百万円減少し、52,260百万円となりました。 

その主な要因は、支払手形・工事未払金等の減少および借入金の返済等によるものです。  

（純資産の部）  

純資産は、前連結会計年度末に比べ585百万円増加し、86,577百万円となりました。 

その主な要因は、利益剰余金の増加および自己株式の増加ならびに連結子会社の自己株式取得に伴う少数株主

持分の減少等によるものです。 

その結果、純資産比率は、前連結会計年度末に比べ5.1ポイント改善し62.4％となりました。  

なお、純資産の額から少数株主持分を控除した自己資本の額は68,491百万円となり、自己資本比率は、前連結

会計年度末に比べ4.2ポイント改善し49.3％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成22年５月13日に公表した予想から変更ありません。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しく変動していないと認められる場合には、前連結会

計年度末において算定した貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定する方法によっております。 

  

②たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の収益性の低下による簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報
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③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法については、連結会計年度にかかる減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。 

  

④繰延税金資産の回収可能性の判断 

前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に

は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており

ます。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

  

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平

成20年12月26日）を適用しております。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 57,670 47,506

受取手形・完成工事未収入金等 42,172 62,120

販売用不動産 2,853 2,926

未成工事支出金 4,164 3,038

繰延税金資産 894 870

その他 2,988 3,918

貸倒引当金 △194 △314

流動資産合計 110,550 120,067

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 2,709 2,828

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 621 626

船舶（純額） 750 791

土地 8,856 8,856

リース資産（純額） 53 26

有形固定資産計 12,991 13,128

無形固定資産 216 204

投資その他の資産   

投資有価証券 5,486 6,213

投資不動産（純額） 2,670 3,478

繰延税金資産 2,836 2,738

その他 6,931 7,402

貸倒引当金 △2,846 △3,277

投資その他の資産計 15,078 16,554

固定資産合計 28,287 29,887

資産合計 138,837 149,954
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 17,777 26,622

短期借入金 7,160 10,010

未払法人税等 948 1,966

未成工事受入金 8,128 5,011

賞与引当金 1,594 1,602

完成工事補償引当金 142 155

工事損失引当金 143 120

その他 3,397 4,837

流動負債合計 39,293 50,324

固定負債   

長期借入金 － 31

再評価に係る繰延税金負債 416 416

退職給付引当金 8,941 8,878

船舶特別修繕引当金 46 47

負ののれん 1,486 2,229

その他 2,075 2,034

固定負債合計 12,967 13,637

負債合計 52,260 63,962

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 272 272

利益剰余金 68,118 67,003

自己株式 △2,891 △2,670

株主資本合計 70,499 69,604

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △321 △301

土地再評価差額金 △1,686 △1,686

評価・換算差額等合計 △2,007 △1,987

少数株主持分 18,085 18,374

純資産合計 86,577 85,991

負債純資産合計 138,837 149,954
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 76,819 60,867

不動産事業売上高 2,964 2,827

売上高合計 79,783 63,694

売上原価   

完成工事原価 68,078 52,652

不動産事業売上原価 2,468 2,386

売上原価合計 70,547 55,039

売上総利益   

完成工事総利益 8,740 8,214

不動産事業総利益 495 440

売上総利益合計 9,236 8,654

販売費及び一般管理費 7,017 6,113

営業利益 2,219 2,541

営業外収益   

受取利息 10 12

受取配当金 56 66

負ののれん償却額 743 743

投資不動産賃貸料 86 65

その他 84 113

営業外収益合計 981 1,001

営業外費用   

支払利息 110 100

投資不動産管理費用 42 37

その他 25 9

営業外費用合計 178 148

経常利益 3,022 3,394
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

特別利益   

前期損益修正益 4 3

固定資産売却益 10 33

投資不動産売却益 20 8

貸倒引当金戻入額 17 81

負ののれん発生益 － 285

その他 2 45

特別利益合計 56 457

特別損失   

前期損益修正損 － 224

投資有価証券評価損 5 613

貸倒引当金繰入額 2,813 －

その他 213 206

特別損失合計 3,032 1,044

税金等調整前四半期純利益 46 2,806

法人税、住民税及び事業税 666 872

法人税等調整額 156 △113

法人税等合計 822 759

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,047

少数株主利益又は少数株主損失（△） △479 410

四半期純利益又は四半期純損失（△） △295 1,637
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

連結受注高、連結売上高の状況  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

区分  

前第２四半期累計 

（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

当第２四半期累計 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日）

増減 

金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

受 

注 

高 

 建築事業  30,821 42.3 31,304 51.6 483 1.6 

 土木事業 39,156 53.8 26,539 43.8 △12,616 △32.2 

 建設事業計 69,977 96.1 57,844 95.4 △12,133 △17.3 

 不動産事業 2,819 3.9 2,780 4.6 △39 △1.4 

   合計 72,797 100.0 60,625 100.0 △12,172 △16.7 

売 

上 

高 

 建築事業  34,544 43.3 27,596 43.4 △6,948 △20.1 

 土木事業  42,275 53.0 33,271 52.2 △9,003 △21.3 

 建設事業計 76,819 96.3 60,867 95.6 △15,952 △20.8 

 不動産事業 2,964 3.7 2,827 4.4 △136 △4.6 

   合計 79,783 100.0 63,694 100.0 △16,089 △20.2 
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